
■
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
何
？

　

男
性
と
女
性
が
、
お
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
責
任

を
分
か
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

日
本
全
体
が
急
速
に
高
齢
化
し

人
口
減
少
社
会
に
転
じ
て
い
る
中

で
、
少
子
化
に
対
応
し
社
会
に
活

力
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
が
い
き

い
き
と
活
躍
す
る
こ
と
の
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
必

要
で
す
。

■
男
女
共
同
参
画
週
間

　

平
成
11
年
6
月
23
日
に
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
が
公
布
・
施

行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
6
月

23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
1
週
間
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に

「
自
分
ら
し
さ
」
を
大
切
に
し
て
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
、
身
の
回

り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
〝
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
〞

　
「
男
性
が
、
企
業
人
と
し
て
も
家

庭
人
と
し
て
も
豊
か
な
生
活
を
お

く
る
た
め
に
、
長
時
間
労
働
を
減

チ
ェ
ッ
ク
②

　

男
女
が
協
力
し
て
双
方
の
視
点

を
活
か
し
、
性
別
に
関
わ
り
な
く

興
味
の
あ
る
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
職
場
は
、
働
き
や
す
く
、

い
き
い
き
と
し
た
職
場
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
責
任
を
共
有
し
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能

力
を
発
揮
で
き
る
職
場
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
③

　

地
域
の
活
動
で
、
何
気
な
く
男

性
と
女
性
の
役
割
が
決
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地

域
の
活
動
に
お
い
て
も
、
男
女
の

双
方
の
視
点
を
活
か
し
な
が
ら
、

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
協
力
し
て

進
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
で
は
、
社
会
全
体
で
女
性
の

活
躍
を
応
援
す
る
気
運
を
醸
成
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

年
3
月
に
「
輝
く
女
性
応
援
会
議
」

を
開
催
し
、
女
性
が
輝
く
社
会
を

ら
し
て
、
女
性
と
共
に
家
事
・
育

児
・
介
護
・
地
域
活
動
に
関
わ
り

た
く
な
る
よ
う
に
」
と
の
概
念
で

内
閣
府
が
募
集
し
、
今
年
度
の
男

女
共
同
参
画
週
間
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
〝
家

事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
〞
で
す
。

■
意
識
度
チ
ェ
ッ
ク
！
！

　

次
の
３
つ
の
場
面
で
の
あ
な
た

自
身
の
意
識
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
①

　
「
家
事
・
介
護
は
妻
や
娘
、
庭
仕

事
は
夫
」
の
よ
う
に
、
性
別
に
よ
っ

て
役
割
を
固
定
す
る
こ
と
は
望
ま

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
一
人
ひ

と
り
の
考
え
を
尊
重
し
て
認
め
合

い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
家
事
・

育
児
・
介
護
な
ど
、
家
族
全
員
で

役
割
分
担
し
ま
し
ょ
う
。

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
同

時
に
男
性
に
と
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ

が
望
む
形
で
人
生
を
選
べ
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

下
野
市
で
は
、
下
野
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

し
も
つ
け
）
に
基
づ
い
て
、「
お

互
い
を
理
解
し
尊
重
す
る
心
豊
か

な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
下
野
市
」

を
将
来
像
に
、
男
女
の
自
立
と
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す

　

５
月
31
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

の
1
か
月
間
、
男
女
共
同
参
画
の

啓
発
を
目
的
と
し
た
パ
ネ
ル
の
展

示
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
展
示
場
所
】
下
野
市
役
所
国
分
寺

庁
舎
、
国
分
寺
公
民
館
、
南
河
内

公
民
館
、
南
河
内
東
公
民
館
、
石

橋
公
民
館

●
つ
ど
い
の
ご
案
内
●

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

「
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容　

6
月
29
日
㈰

午
前
の
部
（
10
時
〜
正
午
）

　

 

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
グ

ル
ー
プ
の
発
表

午
後
の
部
（
１
時
〜
３
時
）

・
記 

念
講
演
「
災
害
と
男
女
共
同
参

画
〜
３
・
11
に
学
ぶ
〜
」

・
講 

師　

堂
本
暁
子
氏
（
前
千
葉
県

知
事
、男
女
共
同
参
画
と
災
害
・

復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

場
所　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

（
宇
都
宮
市
野
沢
町
４

－

１
）

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
託
児
あ

り
）

申
込
先　

　
栃
木
県
人
権
・
青
少
年
男
女
参
画
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
０
７
４

男女共同参画週間

6
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

〝
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
〞
平
成
26
年
度
男
女
共
同
参
画

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

□家事全般は、女性の
方が向いている。

□責任の重い仕事は、
男性がするべきだ。

□地域活動は、女性が
中心となるべきだ。
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